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2023(令和 5)年 07 ⽉ 20 ⽇ 
教育評価室 

2022(令和 4)年度 卒業後アンケート調査報告 
 
１．調査⽬的 
 教育・学⽣サービスの改善に資することを⽬的とする． 
 
２．調査の対象者 
 企業アンケートを実施する会社に在籍する本学卒業⽣ 
 
３．調査の期間・実施⽅法 
 ・実施期間：2023(令和 5)年 02 ⽉中旬〜04 ⽉ 30 ⽇(⽇) 
 ・実施⽅法：Google Forms によるアンケート調査 
 
４．主な調査内容 

①現在の職業，業種について 
②教育内容やサービスについて(学びの満⾜度，成⻑の実感，仕事への活⽤等) 
③現在の仕事と必要なスキル・知識について(業務に必要なスキル) 

 
５．回答状況 
 今回の調査では，124 ⼈からの回答があった．学科・系別の回答数(回答率)は，機械⼯学系が 51 ⼈(41%)，電気
情報⼯学系が 42 ⼈(34%)，⼟⽊⼯学系が 15 ⼈(12%)，建築学科が 14 ⼈(11%)および情報デザイン学科が 2 ⼈(2%)
であった． 

また，卒業後の年数別では，3 年未満が 44 ⼈(35%)，3 年〜5 年が 21 ⼈(17%)，5 年〜７年が 11 ⼈(9%)，7 年〜
10 年が 16 ⼈(13%)，10 年以上が 32 ⼈(26%)であった． 

なお、総合システム⼯学系は以下の通り，集計・分析する． 
機械⼯学系：機械⼯学系・機械設計⼯学系・設備保全⼯学系・デジタルエンジニアリング学科 
電気情報⼯学系：電気電⼦⼯学系・知能制御⼯学系・情報システム系・情報⼯学系・電気情報⼯学系 
⼟⽊⼯学系：環境建設系・⼟⽊環境⼯学系・⼟⽊⼯学系 
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６．調査結果 
 各項⽬の結果は，以下のとおりである． 
 なお，現在の仕事と必要なスキル・知識について(業務に必要なスキル)については，企業アンケート（卒業⽣の
就職先 122 社）の結果を含めた結果となっている． 
 
(1) ⻄⽇本⼯業⼤学の学びについてどの程度満⾜していますか。 

全体の約 80％が｢満⾜している｣と回答しているが，少数ではあるが，｢満⾜していない｣という回答もあった． 
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(2) 在学中の学びによって、どの程度⾃⾝が成⻑したと感じますか。 

全体の 80％以上が｢成⻑した｣と回答しているが，卒業後 10 年以上の卒業⽣では，｢成⻑していない｣という回答
があった． 

 
(3) ⼤学での経験が現在の仕事に活かされていると感じますか。  

全体の 70％以上が⼤学での経験が｢活かかされている｣と回答しているが，全体の約５%が｢活かされていない｣と
いう回答をしている． 
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 (4)業務を遂⾏するにあたり必要と思われるスキル・知識について 
 ①基礎的な学⼒・知識・教養 
  卒業⽣の約 85％が｢重要｣と回答しているが，企業では，約 50％であった． 

 
 ②専⾨分野における知識・技術 

卒業⽣の約 45％が｢かなり重要｣と回答しているが，企業では，約 5％であった． 
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 ③資格や免許 
卒業⽣の約 60％が｢重要｣と回答しているが，企業では，約 15％であった． 

 
 
 ④社会性(社会⼈基礎⼒) 

卒業⽣の約 90％以上が重要と回答しているが，企業では，約 75％であった． 
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 ⑤コミュニケーション能⼒ 
企業，卒業⽣ともに約 90％以上が｢重要｣と回答している． 

 

 
 
 ⑥協調性・忍耐⼒ 

企業，卒業⽣ともに 85％以上が｢重要｣と回答している． 
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 ⑦⽂章読解・表現能⼒ 
卒業⽣の約 90％が｢重要｣と回答しているが，企業は，約 50％であった． 
 

 
 
 ⑧IT の知識・能⼒ 

卒業⽣の約 60％が｢重要｣と回答しているが，企業は，約 30％であった． 

 
 
 


